
防災意識の高揚を図ることを目的に実践的訓練を実施しました

○訓練は「防災の日」に伴い、音更町と自主防災組織の連携を主体とした実践的訓練を行うとともに、自
分と家族の命は自ら守る「自助」、皆で助け合い支えあう「共助」、音更町消防団をはじめ各防災関係
機関である「公助」が一体となり、住民の生命、身体及び財産を守る減災と防災意識の高揚を図ること
を目的に実施。

訓練概要

実 施 日：平成30年9月2日（日）
実施場所：音更川河川緑地（音更川右岸河川敷）

（音更町宝来北２条１丁目）
主 催：音更町、音更町消防団
参加機関：北海道開発局帯広開発建設部、とかち

広域消防事務組合音更消防署、音更町
内各自主防災組織、陸上自衛隊第５旅団
第５特科隊

参加人数：247人
土嚢造成体験

●実施状況

排水作業訓練（帯広開発建設部）

水防工法訓練

救助訓練（とかち広域消防）

十勝川外
減災対策協議会

参加者からの意見
・大変有意義であった。
・土嚢作りや水防工法が大変であった。
・この経験を町内会へ持ち帰り、周知したい。

訓練実施による効果
・災害発生時に地域で相互に協力できる体制
の確立。
・自主防災組織の育成


